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1.本書の執筆・編集は調査回で行い、束責 tま

それぞれの文末に記 した。なお、編集には

伊藤正幸氏、平出千恵子氏、遺物の写真撮

影には塚原明生氏の協力を得た。

1.発掘調査及び報告書作成にあたって、次の

方々から多くの御指導、御助言をいただい

た。深 く謝意を表 したい。

加藤秀幸 安藤孝一 末本 健

椎名慎太郎 中山誠二

1.調査においては、土地所有者である南部光

徹氏より全面的な御協力をいただき、PL.

1の写真は同家より借用した。



身延町は山梨県の南部に位置 し、南北H km束 7ξ 16km、 町のほぼ中央都を富士川が北か ら南へ流

れ、その西 と東に急峻な山並みが連 らな り、標高 500m以 _Lの地帯が総面積の55%を 占め、富士

川やその支流に沿って狭い河岸段丘や沖積帯がみ られます。

この地に人やはいつ頃から住みはじめ、いつその歴史がは じまったのか……我々が過去の歴史

を知るためには先人の残 した遺跡、遺物等による以外にありませんが、現在本町に関係あるこう

した遺物は、紐文時代中期の ものがわずかに認め られるほかは、大部分が中世以降の ものばか り

であ ります。古記録によれば、往古この地は巨摩郡 1可 内領 と称 し「南部六郎実長公の領邑な り」

とあ り、 日蓮聖人入山以前は「交夫」 と書かれていたことは明らかであります。

日蓮聖人ゆか りの地であり、又かずかずの伝説 もありながら追跡については前述の とお りであ

り実態を把握することが困難であ ります。 しか し、すでに幾つかの史実が確認され本町の歴 史の

解明にあた り推察できるもの もあると思われます。

今回、郷上の歴史解明の鍵をもつ南部氏館跡が有志のご理解 とご協力により調査 されましたこ

とは、独卜土愛を育み、貴重な文化遺産の保存継承の第 りあが りに大 きな期待をかけるものであ り

ます。

この度発掘調査の結果が報告書 として刊行されるにあた り、この記録が少 しで も今後の研究に

役立つことがあればこの_Lな い幸いであ ります。 また、調査に際 して終始文化財保護の趣 旨をご

理解下 され、ご協力下されました土地所有者である東郷寺南部光徹氏並びに甲斐丘陵考古学研究

会の方々をは じめ、関係各位のご協力に対 して深 く感謝申し上げ発刊のことばといた します。

昭和59年 3月
身延町教育委員会教育長 佐  野    孟

大正時代の南部氏館跡とその周辺 (○ 印)
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1.地理的環境

南部氏館跡は、南巨摩郡身延町梅平に所在す

る。梅平の集落は、波木井川の右岸、富士川 と

の合流点付近 に形成された束西1.5 km、 南北0.5

kmほ どの細長い河岸段丘上に位置 し、国道52号

線に沿 って町並みが続いている。波木井川の両

岸は急峻な山々が連な り、この川筋に沿って、

かつての河内路が通っていた。

館跡は、集落よリー段高い山裾に位置する。
｀

ここは波木井川に向って半島状に突出したなだ

らかな尾根の先端部にあた り、標高は約 210m

を測る。跡地は比較的広い平■1地 となってお り、

梅林の中に木造の祠が茄巴られていた。この南側

の一画は古 くより「おかまど跡」 と呼ばれてい

る。

現在、周囲は山林 となっているが、大正時代

の写真により、かつてこの一帯が畑地 として開

墾されていたことが知 られる。館跡の北東には

身延山久遠寺支院の鏡円坊があ り、波木井川 を

換んでほぼ真北に、久遠寺が位置する。

(八巻与志夫 )

2.調査の経過

本調査は、国道52号線のバイパス建設計画に

ともなう埋蔵文化財の重要遺跡確認調査 として

行なったものである。

身延町梅平地区は波木井川右岸にあた り、河

岸段丘上およびこれに続 く山裾一帯は、中世の

館跡が存在 したところとされている。甲斐源氏

加賀美遠光の子、南部光行の四男南部 (波木井 )

実長の居館は、身延山久遠寺の支院鏡円坊付近

にあったと伝えられている。

南部氏館跡について r」 日コ夭Πl食乞「壮大半捕

Fig。 1 南部氏館跡位置図 (● 印)
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Fiど。2 トレンチ配置図

lと踏査記」 (村松志孝『吉野朝史蹟調査会報』

第 1号 )に も紹介されているが、その館跡の明

確な確認が期待されるところであった。現在、

鏡円坊の南西の梅林中にあるとされてお り、町

の史跡に も指定されている。今回の調査はその

地域 を中心に行なったものである。

以下調査の経過について述べ る。

調査日誌

1983年 9月 2日

町教育委員会、土地所有者の南

都家及び調査員が出席 して鍬入れ

式を行なう。調査区域内にA～ G

トレンチを設定、それぞれの トレ

ンチの掘 り下げを始める。

9月 3日

Eト レンチに存在する近世墓址

の調査を行ない、プランを検出 し

た。確認 した 4基の墓l宏 はいずれ

も円形 を呈 している。 Cト レンチ

ではピット群が発見され、掘立柱

の遺構群 として精査を進める。

9月 4日

B、 F、 Gの各 トレンチでは、

傾斜面力消J平 され平J!地が造成 さ

れている状況がうかがわれた。 C

トレンチで検出された掘立柱遺構

と近世墓転群のプランの確認 も引

き行なった。

月 5日

日までに確認された墓転群のうち 3基を掘

げ、人骨、鉄片、古銭、釘を検出 した。

月 6日

き続

9

日町

り
~ド

9

募
PL.2 鍬入れ式
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PL.5 現地説明会の開催

け|き 続 きCト レンチの拡張、ホ青査を行なう。

9月 9H

前 日精査を行なった Cト レンチでは、南側に

新たに柱穴 と思われるプランが確認され、 3問

×4問 の広が りをみせた。墓lll:は 実測、写真撮

影を行ない遺物をとりあげた。

9月 10日

午前中は前 日に引き続 きCト レンチの精査、

墓五Lの実年貝1、 写真撮影を行なった。午後は現地

説明会を行なう。

9月 H日

PL.4 調 査 風 /7H

Cト レンチの加 上村:迪構

オ十卜の実測、選物のとりあげ

写真撮影を行なった。

9サ 123H

与デこ村と影 と 吉bJI!め戻 し

を終えた①

(||1代 孝・ HI`可千恵 )

3.南部氏について

南刊
`氏

は、甲斐拐(氏 加賀

美遠光の子南部二快L光行 (南

吉|`W〕

‐
i菊吉F)|こ 夕台まる。 光イ子

にイよ)と りの不火llJン(二b)ヒ草月 (Hl

西町秋山)、 小笠原次郎長

清 (櫛形町小笠原・明野村

小笠原)、 弟の加賀美 VЧ 郎

光糸士 (才f中町加賀美)がい

る。

加賀美遠光は、加賀美荘

を中心に、八FI牧 。大井荘

・南部牧・稲積荘・於曽郷

など広大な地域を支配 した

が、光行は富士川をi常 に下

ったT菊部牧を分与され、そ

こを拠点に南都氏 として発

展 した。その館 と伝えられる場所は、富士川が

束へ流れをかえるところにあり、付近に残る木

戸・堀・御蔵などの地名や伝承からこの一帯で

あるとしている。館の西方には城山が横たわ り、

要害の地であったといえよう。

治承どЧ年 (H80)の源頼朝の挙兵以来、加賀

美遠光 と,Ч 子 らは甲斐源氏の有力な武将 として

平氏追討などに多くの戦功をあげている。 F吾

養鏡』によれば、文1台元年 (1185)八 月二十九

日の条には、遠光が信濃守に任ぜ られたことが

見える。また頼車月が平氏追言寸
‐
のため西海にいる

―
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甲斐源氏略系図 船lt他「11本城郭大系S」 より)

弟範頼に書を送っているが、その中で「甲斐の

殿原の中には、いさわ殿 (武 田信光)。 か みゞ

殿 (小笠原長清)こ とにいとお しく申させ給べ

く候。か みゞ太郎殿 (秋山光朝)は二郎殿 (長

清)の 兄にて御座候へ共、平家に付、又木曽に

付て、心武、ぜんにつかひた りし人にて候へば、

所知など奉べ きには及ばぬ人にて候な り」 と述

べている。文面から頼朝の甲斐源氏への警戒心

をうかがうこともできるが、小笠原長i青や武田

信光 らに対する寵愛ぶ りを知ることができるの

である。

また文治」i年 (H89)七 ナ↓、頼朝の奥サ1‖ 藤原

氏の布と討にも遠光父子 らは加わっている。この

とき南部光行は、藤原泰衡の異母兄西木戸国衡

を討ち、さらに平泉では白川太郎・六郎 )と 弟を

討ちとるなど戦功をあげ、頼草月より様部五̂郡 を

与えられている。ここに南部氏 と奥州 との結び

つ きが始 まるのである。

建久二年 (1191)引一月、南部光行は奥州へ下

向するが、六人の男子のうち、甲州に実長を残

し、他の五人を阿道 している。 llk部一戸に行朝

三戸に実光、 し戸および久慈に朝清、四戸に実

朝、ブし戸に4子連 を配置 した。

光行の奥州下向は、特に南部牧における産馬

の経験 を貞われ、奥州産 ,馬 の歴史と広大な牧場

を有する糠都郡に、産馬行政の主力として封ぜ

られたと推察されている。

光行を祖 とし、三戸地方を拠点 として活躍 し

た三戸南部は、後世26代信直が豊臣秀吉の時、

三戸から膵岡へ移 り盛岡南部 とな り、近世大名

として発展する。なお寛文五年 (1665)盛 岡南

部の二十八代重直の弟直房が盛岡か ら八戸へ移

り、八戸南部 となっている。

一人甲州の地に残った実長は、波木井や飯野

(大野)、 南部の地 を領有 し、身延の梅平の地

に居を構えた。この実長は日蓮宗の開祖である

日蓮を請 じて、波木井郷内の身延里、現在の身

延川上流に庵室を造った。これが現在の身延山

久遠寺である。 日蓬は安房国に生まれ、延暦寺

等に学んだが、「立正安国論」を著わ し、他宗

派を激 しくオヒ判するとともに、鎌倉幕府への批

判 も行った。そのため、伊豆に流罪 とな り、さ

らに佐渡への流罪 となった。佐渡の流罪は 2年

半近 くに及んだが、文永十一年 (1274)二 月に

なって鎌倉に帰ることができた。 しか し、鎌倉

へはとどまらず、甲斐国身延へ入 り、世を去る

までの 8年 4か月をここで生活することとなっ

た。この地で 日蓬は『撲時炒』と『報恩炒』等

義
光
―
義
清
―
清

（甲
斐
源
氏
）

半
省

�

（逸

見

・
深

津

・
大

桑

氏

ら

祖

）

言
文

（長
義

と

も

。

河

内

氏

祖

）

義

ｎ
井
氏
じ

一山鶉蝉い一衿柳と。小】『十中『中］す祖）

圭我
｛疋

（実
は
義
清
の
子
。
安
田
氏
祖
）

清
隆

亭
井
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百
ヽ
う
こ

信
清

貫
代
氏
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氏
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光
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光

光
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序
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）
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を者わす とともに、多くの手紙 を書いている。

弘安二年 (1282)十 月に、常陸国へ向 う途中、

61歳で没 している。

南北朝期の甲斐南部氏には、南部政長があっ

た。政長は建武元年 (1334)二月、後醍醐天皇

より建武中興の功により倉見山の在家、畠地 、

町屋等の知行を許されている。その後は南朝方

に属 し、 正平二十二年 (1367)に南部信光が

甲斐国神独b半分、政持が倉見山三分の一を南朝

より与えられている。南部氏のなかにも北朝方

に属 した もの もいた。正平七年 (1352)二 月の

武蔵野の合戦に、足利尊氏方の武将 として、南

部常陸守 (大平記)の 名がみえる。 しか し、南

朝方の動向は好 ましくな く、明徳三年 (1392)

には南北朝合一 となる。この翌年、南部信光の

子政光は、甲斐国を去って奥州八戸へ移った。

(田代 孝・八巻与志夫 )

南部氏館跡は、その立地が丘陵上の傾斜地で

あることと、館構築の際の整地による削平で、

土層の厚さや分布が地点によって異なる。館跡

中央部付近の Cト レンチ北側 を基本層序 として

扱った。堆積土層は、第 I層 からV層 まで 5層

と1

―

I11-

hざ。3 基本土層図

に大別で きるが、調査の進展によ

りB、 Cト レンチでは11層 が 2つ

に分層されたほか、 HI層 は一部の

地域にしかみられない土層である

こと等が判明 した。以下 、その説

明を記す。

第 I層 褐色土層 全体的にし

まりがな く、根が大量に入 りこん

でいる耕作土層である。

第 11層 暗褐色土層 粘土質で

しまりがあ り、焼土粒子・炭化物

を者干含む。 B、 Cト レンチでは

炭化物 。小礫を多く合有 し漸移的

にしまりを増す 1l a層 とに分層が

可能である。

第皿層 責褐色土層 炭化物を

若千合み粘 1生 が強 く非常にしまり

のある層で、 Cト レンチ中央部付

近にのみ分布す る。

序層4.

． 陥
．　

　
一翻
「盟

奥 州 南 部 氏 略 系 図

八戸市博物館『南部武士展』図録より

八戸市教育委員会  昭和58年 7月 15日

榊訳断筆挫tiYlll
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第Ⅳ層 黒褐色土層 成化物、焼土粒子を合

む層で粘性 しまりがある。掘立柱建物4Lの秘iり

込み面は、この層中から始まる。

第 V層 黄褐色土層 非常によくしまった硬

い地山である。約20cm下 は、脆弱な料盤 となる。

(信藤祐仁 )

5。 遺 構

本館跡の立地する地域には城館を示すような

土塁、堀などの防御的諸施設は特に見あたらず

一定の広が りをもったなだらかな傾斜の平4!地

が存在 しているだけであるが、 B、 F、 Gの 各

トレンチの調査の所見によると、地山である第

Fig.4 南部氏館跡の地形

V層 を整形 してほぼ平J!な土地を人為的に造 り

出 している様子が確認された。このことから、

後述するれ,立柱建物lJLの 築造のために大規模な

土木工事が施された状況を知ることができる。

また Cト レンチを中心 とする地域 には掘立柱建

物ちとの地盤を阿めるかのように粘性の強い黒褐

色土層が20cmほ どの厚みでみられ、この遺構の

築造に年朱くかかわっていることが うかがわれた。

本館 PrllIの 調査で検出された遺構 は、この掘立

柱建物ちとのほかに上転 3基、 Eト レンチの近世

墓lJlで墓ナ去4基、上呟 2基であつた。以下それ

らの概略を述べてみたい。

(1)掘立柱建物址  (ド iど。5、 PL.7～ 9)

調査区域のほぼ中央の通称「おかまど跡」と

呼ばれてきた地点を中心に設定 した Cト レ

ンチ及び拡張部分において、少な くとも束

西 3間、南北 4間、柱間220～ 230cmの掘立

柱建物lllが検出された。柱穴の直径は30cm

ほどで、深さはほぼ30cm前 後であったが、

柱痕等は確認できなかった。 この建物屯との

北束部には、束西 lm、 南北80cmほ どの広

さに焼土、土淋片、炭化物及び小礫が集中

して堆積 している。

今回設定 した調査面積は限定 されている

ために建物屯との全容は未確認であるが、柱

穴の状況から、さらに南及び西側に延びて

いる可能性 もうかがえる。

(2)土 IFA(riど。5・ 10、  PL.11・ 12・ 16)

Cト レンチの建物もとの北側中央部及び南

西部に計 3基の上拡が検出された。 またE

トレンチの近世墓址内からも土転 2基が確

認されている。 Cト レンチの 1号土l広及び

3号土転は直径 lmほ どで、深 さはそれぞ

れ46cm、 30cmで あった。 また 2号土転は長

径70cm、 短径55cmの 長円形 を呈 し、i果 さは

20cmで あった。内部には打ヽ礫が ぎっしりつ

められていた。PL。 6 南部氏館跡の近景

――――- 7 -
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s  P G

Fig.6 Bト レンチ南壁セクション図

Fig.7 Fト レンチセタション図

層序 (B・ F・ Gト レンチ)

第 I層   鶴色土層

第■層  暗褐色土層

第■a層 暗褐色土層

第■層よりしま

りを増す

第Ⅲ層  黄拙色土層

第Ⅳ層  黒拙色土層

第V層  黄裕色土層

(地山)

S. P H

Gト レンテ

Fig.8 Gト レンチセクション図

S.P,D

Fig。 9 焼土集中個所セクション図

層序 (焼土集中個所)

第 1層 赤禍色土層 (焼土層)炭化物・

灰合む。

第 2層 黒色土層 (炭化物層)焼土 。灰

ブロックを合む。

第 3層 暗褐色土層 焼土粒・灰を合む。

第 4層 棚色土層  焼土・灰を若千合

む。

第 5層 黒棚色土層 炭化物・焼上を若

干含む。

S.P.B

- 9 -



PL.7 掘立柱建物もと (南から)

PL.9 掘立柱建物もと (上から)

PL.8 掘立柱建物もと(北から)

PL。 10 焼土集中個所の調査

PL。 11 1 号 土 呟

―――- 10 -―一―

PL。 122号 土 転
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近世墓色LPL.13

L.15 1号 墓 転

Eト レンチで検出された 4号上牡は直径80cm

深さ14cmと きわめて浅 く、平面プランを確認 し

た時点では墓城 と思われたが、共城 とは考えに

くく、 とりあえず土城 としてlltり 扱った。また

5号土城は直径 110cm、 深さ1lcmと 4↓チトJil広同様

に浅 く、やはり墓l去 とは考えにくいが、内部か

ら古銭、釘等が出上 している。

(3)墓朔〔 (「 iど。10、 PL,13～ 15)

調査区西北端に設定 した Eト レンチからは、

4基の墓転が検出された。

1号墓l広

本遺構は直径68cm、 深 さ54cmで 、内部から人

骨・古銭が出上 している。

2妍墓l広

本遺構は直径84cm、 深さ38cmで 、内部からは

やはり古銭が出土 している。

3号墓転

PL.14  4号墓士広と石列

PL。 16 4号土l広土師質土器出土状況

本遺構は直径38cm、 i果 さ33cmで、上部には石

が置かれている。

4号墓城

木遺構の川田には40cm市1後の石を方形に並べ

ている。墓城はl「li径87cm、 年朱さ48cmの 円形プラ

ンをITを し、内部からII市美、今丁、人骨が|IIに して

いる。

なお以_Lの墓転群 li部 には、寛文13年 (1673)

享保 6年 (1721)、 宝永元年 (?)の年号の人

った墓碑が存在 していた。

(4)溝状遺構

B、 F、 Gの各 トレンチの所兄によると、調査

区束側の斜面に接する下部からは幅30cm前後の

V字状を∴|す る滞状遺構が検出された。二か所

に設定 した各 トレンチに共通するため、斜子niに

沿って設けられたものと考えられる。

4号土l広土師質土器出土状況

―一-12-―

(八 巻与志大 )



6.出土遺物

遺物は、掘立柱建物蜻とに伴う2号土l広や焼土

集中個所、近世墓l広及びその周辺に集中してお

り、他に、 3号土転底部より骨片が、また、各

グリッド覆土中より少量の近世陶磁器片や土師

器片 (hき。11-8)、 組文時代の石斧などが出

土している。

2号土城に伴う遺物は鉢と突の破片 (と

｀
iざ

.

11-1・ 2)で、多量の焼土・炭化物・小礫に

混 じって検出された。鉢は日縁部径42cmを 測 り

内面にハケ日調整痕を残 している。胎土は雲母

・小砂粒を合み、拙色を工する。「I縁が大 きく

外傾 してお り、招鉢状を呈するものと思われる。

蛮こは II縁部径34cmを 測 り、外面は縦位に、内面

は横位にハケ日調整痕 を残 し、 II縁部外面には

横ナデがみられる。胎土は砂粒を多く合み、若

十の雲母を合んでいる。

共に本遺構の時期決定資料 として重要である

が、類例に乏 しい。器面調整・胎上などの観察

から、平安時代末葉に位置づけることも可能か

と思われるが、館跡の築造年代を遡ることにな

り、今後の資料の増加を待って検討 していきた

い。

近世墓転覆土中からは古銭 (PL。 20)。 鉄

∈

k生垂ヒ上正ダ
＼〔旦主篭

Fig.11 出土遺物実測図

―――- 13 -―――
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PL.17 鉢 。姿

PL.19 J二 自市質 J二器 ほか PL.20古  銭
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製品 (PL.21・ 22)。 角釘 。人骨・土帥質土器

片 (I｀
iど,H-4)が 検出されてお り、墓城周辺

では、近世以降の磁器片 (「 iざ。11-6)と ひょ

うそく片 (hど,H-3)が チと見された。上訥F質

上器は日径 10cm、 ホ高 1.8cmを 測る半完形 IIliで

あり、故意に半分に害1ら れた痕跡を残 している。

民俗学でいう「霊抜 き」を示す遺物であろう。

胎 f十二は小砂粒・令雲母を合み、赤拙色をIT士する。

ひょうそくは口径10cm、 堵卜高 2 cmを 測る半完形

�lで、内外面に鉄釉を施 し、底部には糸切 り度

を残 している。

卜
｀
iど.H-5。 7は 1号上城より検出されたも

ので、 5は 口径10cmを 測る土師質Ji淋、 7は招

鉢片である。 (数野 雅彦 )

PL。 23糟 鉢 片

甲斐源氏の一統加賀美遠光は、加賀美荘のほ

か、八世I荘、大井荘、稲積荘、南都牧など現在

の甲府以南の広大な領域 を支配 し、強大な勢力

を有 していたが、さらに長男光朝 をはじめ子供

達をそれぞれの支配地域に分拠 させ勢力の定着

を図っていった。南部牧が与えられ初めて南部

氏を名乗った南部光行 もその 1人である。既に

このことは南部氏についての項で
｀
概略 してきた

ので多くを述べないが、南部氏にかかわる史跡

や伝承は身延町や南部町を中心に広がっている。

日蓮宗の開祖 日蓮 を招叫 した光行の二男実長

は、南部の地で も特に波木井や飯野の地を領有

し、自身 も波木井郷梅平に居を構えたと伝えら

れている。この点に関 しては古 くから梅平の地

域に根強 く伝承されていたようで、遠野南部家

の家臣西村吉左衛門が享保 4年に主家の命を受

けて身延山に出向いた折、梅平の地をたずねて

いることからも知 られる。すなわち、「波木井

郷之内梅平 と中所実長様御屋敷之御旧跡に御座

候、山城 と相兄得、山続に御座候、東西六拾間

程、南北七拾問程之度さに御座候、古之御かま

との石と申候而、少之石右御屋敷之内に御座4莫」

とうとえ、梅平の実長の屋敷跡を見分 している様

子がうかがえるが、これがおそらく本館跡の最

初の踏査であろう。昭和に入って、古野朝関係

の史跡の掘 り起こしと調査研究が進められるな

かで、特に南部実長の旧跡が注目を受け、身延

の地の踏査が行われてお り、その内容が報告さ

れている。 また近年は甲斐丘陵考古学研究会の

会員による/Jk県 的な城郭調査の折、梅平の地が

踏査され、館跡 として検討が加えられている。

これらの踏査で、実長の館跡の実態が確実に

把握 し得たか疑問 も残 るが、 しか し、古 くから

実長の屋敷跡の伝承が地域住民の間で語 りつが

れ、この地が「御屋敷」 と呼ばれながら尊ばれ

てきた様子をうかがうことができる。

さて、今回の調査は、蘭部実長の館の旧跡 と

伝えられ、町の史跡に指定を受けている梅平の

「おかまど跡」を中心に発掘調査を行ない、遺

構の確認や年代の把握、館跡の形状等を探ろう

とするものであった。その成果は既に遺構や出

土遺物の項で述べてきたが、若子の考察 も加え

てまとめにしたい。

「御屋敷」 と呼ばれている「おかまど跡」及

びその周辺には、現状では館跡 と明確に断定 し

得る遺構は認められず、単に平JI地 を残すだけ

めとま

――-15-



である。通常中世城館 としての館跡には防御施

設の堀 とか土塁の存在が認められるが、 しか し

本館跡のような中世初めの所産で しか も山腹を

利用 して築造されている館は類例に乏 しく一般

的な形状や特徴はあまり知 られていない。従っ

て今後は、本館跡のような類例 を多く求め、こ

の時期の館跡のあり方を改めて追求 しなければ

ならないであろう。 また、本館跡の場合、現在

の「おかまど跡」の地点だけが館跡 として認め

得るのか、あるいは山腹に広範囲に及んで存在

している段々上の平坦地 も合めて館跡を考える

べ きか検討を要するところである。

ところで B、 F、 Gの各 トレンチは斜面をど

のように利用 して館が築かれたかを探ろうとし

た ものだが、これらの トレンチからは斜面を削

平 して平坦地にするという大規模な土木工事の

形跡が一様に認められた。 Fiど。6～ Fig。 8で図

不 したセクション図からうかがえるよ)に 地山

である黄褐色土層が平坦になってお り、しか も山

ぎわに小さな濤が設けられているのである。こ

のことから本館跡の築造に際 しては、土地の削

平による大規模な整地作業が行われたと理解で

きる。

Cト レンチでは黄褐色土層上に20cm程 の黒褐

色土層が広がっている。この層は大変粘1生が強

く、この土層を掘 り込んで掘立柱建物址は築造

されている。現状では 4間 ×3間 の規模が知 ら

れているが、さらに南と西には拡大する可能性

がある。また東側の一画には礫まじりの焼上の

堆積があり、土師質土器の鉢や甕などが混入 し

ている。柱穴 と焼上の堆積の位置関係に一部疑

問 もあるが、おおむね掘立柱建物址に伴なう遺

構 と推定が可能である。平安時代以前に普通的

に見られるかまど跡に似るが、袖が認めがたい

など形状が者干異な り、炉 としての可能性を合

め今後詳細に分析 しなければならないが、掘立

柱建物均との一画に、こうした施設が設けられて

いたことは本遺構が 日常の生活に使用されたも

のであったことをうかがわせている。焼土中に

混入 している土器は本建物 l■の築造、使用時期

を把握するきめ手になるが、今後類例 を待って

結論を出 していきたい。

E区で検出された近世墓址は本館跡 とは直接

かかわ りのある遺構ではないが、前述の遠野南

都家の西オ寸吉左衛門が訪ねた折、この地を守っ

ていた老人がお り、その老人に関係する人々の

墓である伝えも残っている。寛文年間以降の墓

域で年代的にもほぼ一致 している。 6基の上砿

群のうち、 4基は遺構の形状や骨、歯の検出と

角釘・古銭・土器類の伴出から墓砿 と認められ、

他の 2基は関連する遺構であろう。墓砿はいず

れ も円形を呈 し、釘等の出土から埋葬に木棺が

使用されていたことが知 られる。副葬品として

古銭が 6枚一様におさめられ、また土器類 は半

裁されているものが多いが、「霊抜 きJの行為

など当時の葬送儀礼の一端をみせている。

【注】

(1)「西村吉左衛門覚書」『南部家文書』享保

4年 ほか同書の「宇大方平太夫覚書」にも

見える。

磁)村松志孝「波木井城址踏査記」、入田整三

「甲州南部及び身延吉野朝史調査旅行」「吉

野朝史蹟調査会報』第 1号 1938年

(3)磯貝正義他『日本城郭大系』第8巻長野・

山梨 1980年

(萩原 三雄 )
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